
一人ひとりに楽しさを感じさせる気象学習
一第6学年「気温と太陽」の学習より-

藤　川　義　範

1.はじめに

"気温"や"太陽"は身近な事象であり,日常生活においても明日の天気や気温は気になるもの

である。最近では,天気予報で明日の予想最低気温などが紹介されたり,気象衛星からの情報や天

気図などの情報が豊富に紹介されている。そのためか,「天気予報で言ったから,明日は晴れ…」,

「降水確率が50%だから,降るかも…」などといった会話も日常的に行われている。ところが,い

ざ学習となると,屋外での測定が煩雑だとか,気温などを測定しても教科書のようななめらかなグ

ラフが得られないとか,また測定しようと計画していた日の気象条件の影響を受け十分な測定がで

きなかったりで,結局は,測定は測定,まとめはまとめといった具合いになりやすい。そのため,

児童も,教師も苦痛を感じやすい単元の1つである。

この単元では,児童一人ひとりが楽しく測定し,その結果を十分に生かすことができれば,充実

した学習が期待できるであろう。そのために,まず,温度測定そのものが楽しく手軽に行われるよ

うな観測器具を工夫してみた。さらに,このようにして得られた児童一人ひとりの測定結果を,パ

ーソナルコンピュータを用いて処理し授業で生かすような学習を工夫してみた。以下,第6学年

「気温と太陽」の学習の概要を述べる。

2.第6学年「気温と太陽」の指導

本単元では,気温や太陽,雲,風などを観測したり,各種の情報などを手がかりにして,一日の

気温の特徴を兄いだしたり,気温の変化を太陽の位置や気象の条件などとからませながら総合的に

みる力を養うことがねらいである。

学習は,次の指導計画にしたがって進めている。

「…一一‥一一一一一一一指導計画

第一次(2)

気

温

第二次(6) 第三次(2)

10時間 l　　　　　　-　　　-　　　-　　.-　　　-　　.-　　　ttt-　　　-　　　〃t.h　　　-

3.温度測定器具の作成

(1)温度測定器具の開発

児童が屋外で頻繁に温度を測定することを前提とすると,1つの器具で空気の温度と地面の温度

双方が測定でき,丈夫で,手軽で,迅速に測定できるような器具の利用が望まれる。さらに,外観

もきれいであれば意欲的に測定に取り組める。また,そのような器具を児童一人ひとりが自分専用

に自作すれば,より主体的に学習に取り組めるであろう。

(2)製作

スチレンボードを切り取り(図1),接着剤ではり合わせていく。遮光のため家庭用のアルミフ

イルムを外側にはりつける(図2-B,3-B)。この器具は,段ボール箱と空牛乳パックを利用
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して作った収納ケースの中に一人ひとりが納めるようにする。(図4)。

手の器具を利用する長所として,次の点があげられる。

○一つの器具で空気の温度と地面の温度双方が測定できる。

○軽くて,コンパクトなため,持ち運びが容易で迅速に測定できる。

○教室内の身近な所に容易に保管できるので,随時利用できる。

○工作用紙,段ボール等に比べ,耐久性・防水性に優れている。

○スチレンボードはカッターナイフで簡単に切ることができ,厚みがあり接着剤で組み立てやすい

ため,製作が簡単である。

○スチレンボードの表面には紙が貼ってあるので,線,図,色などを自由に措ける。

(3)温度測定

図(2,3)のように,空気の温度(図2-A・B)と地面の温度(図3-A・B)とを簡便に

測定することができる。地面の温度を測定する場合の温度計の目盛りは,横の窓を開けて読み取る。

これは,自分だけの素晴らしい秘密をこっそり・知る感覚で,児童に好評であった(図3-B)。

観測地点は,校内に児童一人ひとりが自分の考えを掩ってあらかじめ決めている(図5)。そ

の地点について,朝,大休憩,昼,放課後の4回,それぞれ目の高さ,地上高20cm,地上高2cm,

地面の温度を測定し,記録した(図6)。これまでに,春(5月9日,5月24日,6月2日),夏

(6月27日,7月7日),秋(10月13日,11月22日),冬(1月30日)に測定した。
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測定時刻 時　　 分 時　　 分 時　　 分 時　　 分

測定瑞所は ( ) ひかげ ( ) ひかげ ( ) ひかげ ( ) ひかげ
( ) ひなた ( )ノひなた ( ) ひなた ( ) ひなた

(図　6)

4.パーソナルコンピュータを利用した学習

(1)パーソナルコンピュータの利用

本単元の学習では,パーソナルコンピュータを利用し,児童一人ひとりが測定したデータを授業

で生かすことにした。ここでは,「一人ひとりが温度測定器具を用いて測定したデータ(一日4回,

4つの高さ,8日分)×学級全員(36名)=総数4608」としミう膨大なデータを一括処理し,各種の

グラフでその結果を迅速かつ正確に表現できるように試みた。

(2)指導の展開例

6月9日の学習では,それまでに測定した3日分のデータ(総数1728)をコンピュータで処理し

ながら学習を進めた。さらに,次時(6月13日)の学習では,前時(9日)の学習をまとめて児童

が記入した理科カード(資料)に基づき,児童一人ひとりが自分が見てみたいデータや処理した結

果(グラフなど)をパーソナルコンピュータで引き出して検討する場を与えた。(例,図7,8,9)。

①日時　平成元年6月9日(金)第1校時　9:00-9:40(理科室)
②児童　　第6学年2組(男子17名　女子19名　計36名)
(郭指導目標

○気温や太陽,雲,天気などを観測させ,その記録や資料をもとに気温の変化のきまりを推
論させる。

○気温に変化が起こる理由を,太陽の位置や気象の条件などと関わらせて理解させる。
○自然事象の不思議さ,複雑さ,大きさに感動し,気象事象を科学的に見ようとする態度を

育てる。

④本時の目標　これまでに測定したデータをまとめて,春における気温の変化の特徴をつかま
せる。

⑤準備　測定器具(自作),パーソナルコンピュータ1台,ディスプレイ4台,理科カード
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⑥ 指導過 程

学　　 習　　 過　　 程 指　 導　 上　 の　 留　 意　 点

1 .　　　 測定記録 をふ り返る

l
l　　　　　 l　　　　 l

5 月 9 日の　 5 月24 日の　 6 月 2 日の
測 定 結 果　 測 定 結 果　 測 定 結 果

1I　　　　　 I　　　　 i

l

2 .　　　 デ ー タを整 理す る

1 . これ までの測定 をふ り返 る。

○ 日付 ; 時刻 , 場所 , 方法 , 測定 デ ー タ, 気づ き

な どにつ いてふ り返 る。

.むき音も　Jヶ　　　　　　L雲つ、ノわ鞄∴二転、　　　　　　 ミ!、ふ1毅ノ
可ぺ　くV志∵つ

闇 瞥∴̀:薫 剋 ん離、野遊 登き三号

ナナ
剛　　　　　　　 翫

場 所 壷 亘 り

表　　　　　　　　 グラフ

l

3 ・ l気温の変化の癖徴 をつかむ

l

変　　 最　　　 天　　 場　　 そ

ヵ1く-4　ぷ魂 が　 ノ㌍ rす了1

ぷ h、・題 憲 鰻　 ノ諦 ・芦 、p

i
F一定　　　 ノ暖凱璧　rンざ
鑑ノ壊　すてよ　　　　 、ま
′　いねⅦ′一糎　r軒　 .モ㌘暴週 、。

(図 11 主整∴二∴ ∴ h遠二,…、rO.-…、、′九,毎′ゥ　ノンでも1′・n

2 . パ ー ソナル コ ンピュー タを用 いて デー タ を処

理す るこ とを紹介 し, まとめ る観 点 を考 え させ

る9

○ どんな こ とが で きるのか をい くつ か紹介 す る。

〇 日分 の測 定 したデ ー タだけで な く, 友 だ ちの測

化　　 高　　　 気　　 所

の　　　　　　 関　 と　　 の　　 の
様　　 最　　 わ の　　 違
子　　 低　　 り　　　　 い　　 他

I

定 したデ ー タも使 え るこ とを知 らせ る。

3 . パ ー ソナ ル コ ンピュー タを用 いて処理 したデ

一 夕 を紹 介す る。

〇個 の考 え を発表 す る ことに よって , 友 だちの考

え と照 ら しなが ら気温 の変化 の特徴 をつ か ませ

4 ・ l本時の学習のまとめをする l る。

○変化 の特徴 につ いて は , 処理 され たデ ー タを も

とに 自分 の イメー ジで感 じれば よい とす る。

4 . 理科 カー ドに記録 させ る (資料 参照 )。

(3)児童の反応

学習後の児童の反応から,`いくつか選んで紹介する。

①温度測定器具を製作した学習(5月6日,日記より)

「開く窓があったりなんかして,とってもかっこいいです。」,「気温を測ると,とっても使いやす

かった。」,「自分の作った物で,自分だけで調べることができるなんて,かっこいいなと思いまし

た。」,「測る私は暑いのに温度は思ったより低い。」,「ぼくの調べた所は,北校庭の横の方にある小

さな山です。そこは,今まで,何回もあきるほど見ていましたが今こうして気温調べを一日中して

みると,なかなか興味深いものだなと患います。」……

このように児童は,自分専用の測定器具を自作した喜びを感じているようである。ま.た,実際の

測定を通して測定器具の特徴を感じ取っており,さらに,"空気や地面の温度"に対しての疑問や

問題を抱くようになっている。

(彰処理したデータを紹介した学習(6月9日,日記より)

「パソコンで授業をしました。いろんな物がひと目で見れるからとても便利だなあと思いました。

特に,個人個人で見るときがとてもおもしろかったです。工「理科の授業は,コンピュータを使っ
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てやった。まず最初に,ぼくの記録がうつし出された。"わっ"とみんなが言った。そう,それほ

どすごいのだ。」‥・‥・

このように児童は,パーソナルコンピュータを利用した指導で,楽しく学習に取り組んだ。コン

ピュータで表示される各種のグラフに驚きや喜びを感じ,さらに自分の測定した記録がその中に生

かされていることに満足感を持ったようである。

なお,授業後の理科カードの記録を後述の資料に示す。ここからも,温度の変化について自分の

イメージで具体的にとらえていることがうかがえる。さらに,今後の自分の温度測定に対しての意

欲化と測定の留意点の明確化が自ら図られ,温度の測定に対する意欲を深めたことがうかがえる。

③自分でパーソナルコンピュータを使用した学習(6月i3日,日記より)

「今は,私の番です。コンピュータで自分の調べた気温のデータを見ているのです。本当に,休憩

時間がつぶれてとってもめんどくさかったけれど,やったかいがあったなと,思いました。まず,

個人,私のグラフから見ます。"2"と"8"をおして,矢印のキーをおします。そして,～。工

「今日の理科も,コンピュータを使った授業でした。みんなのリクエストで,自分の好きなデータ

が見れるのです。(略)ボタン1つで,こんなにたくさんのおもしろいことが発見できるので,す

ごいと思いました。」…・・・

このように児童は,自分の手でキーボードを操作する楽しさを感じながら,自分の測定記録(デ

ータ総数48)がすべて処理され授業で利用されていることに満足感をもったようである。また,過

去の温度測定への成就感と今後の温度測定への意欲を感じたようである。

④秋の温度測定をした学習(11月22日、観測用紙より)

「夏の太陽に比べて,高度が低いところにある。だから,…。」,「秋は,もう朝から10℃以下なの

で,だいぶ寒くなるのだなと思った。冬は,まだまだまだ寒いと思う。」,「朝は寒いなあーと思っ

ていたけれど,やっぱり気温は低かった。どれもひとけたの温度だった。冬の温度測定が楽しみで

す。」……

このように児童は,温度測定を繰り返すことにより,自然の事象に対しての課題をより具体的に

つかみ,自分の考えを高めてきたことがうかがえる。

5.おわりに

この学習で児童は,自作測定器具に対して便利さのみならず親しみを感じて測定に取り組んでき

た。さらに,パーソナルコンピュータを利用した学習場面では,自分が測定した測定結果が活用さ

れた満足感をもち,自分の測定や測定結果に対する重みを感じることができた。その結果,児童は,

空気や地面の温度に対する興味・関心を次第に高め,煩雑と感じやすい温度測定に意欲を持って取

り組むことができた。したがって,筆者の考えた本研究での目標がある程度達成されたと考えられ

る。

またこの関連内容は,新学習指導要領では第6学年から削除されたり下学年に内容の一部が移行

されたが,本研究のような視点で指導を行えば,新しい学習指導要領にも十分対応できるうえ,さ

らに発展した学習が期待できる。

なおこの研究は,パーソナルコンピュータのプログラムの開発等,広島大学学校教育学部地学教

育研究グループの協力を得て行い,1989年日本理科教育学会中国支部大会でもこの一部を発表した。

参考文献

藤川義範,温度測定器具の自作一第6学年「気温と太陽」の学習より-

(初等教育　第46号　広島大学附属東雲小学校教育研究会)
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資料　理科カードよ、り 1989年6月9日(金)
◎今日の学習でよくわかったこと,発見したこと,気づいたこと
・コンピュータで整理してあったのをみると,すごく温度の差がよくわかりました。
・コンピュータで,全員の温度を出したとき,とても分かりやすかった。低いところ,高い所
の温度も比べられた。

・コンピュータでみてみると,自分の場所がどのくらい高いかが発見できました。
・温度をグラフで表したから,温度差がよく分かりました。
′・日にちによって気温や地面の温度が違うことを発見した。
・ぼくの測定している場所は,わりあい高いことに気がつきました。
・ぼくが測定している場所は,全体的に平均だったことがよく分かった。

・運動場は,日なたが多い。朝は温度が高い所が3つぐらいしかない。自分の位置は,低中高
で分けると,中か高だった。畳休憩が,もっとも高い。

・朝・大休憩は,高い方に入っていなかったけれど,昼休憩になると,高い方に入っている。
・グラフなどを見ても,昼が一番高く,朝が一番低い。地面の温度は,温度の変化が大きい。
・ぼくのように,太陽の当たるときと当たらないときがある場所は,温度の変化がいちじるし

い。
・百葉箱のあたりが温度が高くなっていた。私の所はみんなの所より低かった。放課後の気温
はみんな低かったのが印象的だった。

・ところどころに,あついのと寒いのがあって,おかしいなっと思いました。
・中庭の方が温度が低いということが分かった。体育館の周りも低い・。
・場所によって気温差がある。その中で,一番高いのと,ノ低いのを比べたら,同じ時刻でも,
すごく違いがある。

・放課後の温度が、一番高かったようだ。日かげは,いつも温度が低いということに気がつい
た。

・いつも昼のときの温度が高い。たぶん四年生のとき習ったように太陽が南中するからだろう。
・地面の温度と気温では,高くなる時間は同じだけど,下がる時間は気温の方が早いのが分か

りました。
・空気の温度より土の方が意外とあたたかいこと。時間的にみると,昼休憩から放課後あたり
が高い。

・地面の温度は,ほかの温度よりも変化が大きかった。それに温度が高かった。昼休みと放課
後は,地面の温度が高かった。

・地面が圧倒的に高かったこと。学校の中でも,いろいろ温度が違うということ。
(以下略)

◎次からの測定は,どのようなことに気をつけて測りたいか。
・もっと正確に、測る。
・温度測定器具を作ったから、もっと利用して,正しく測りたい。
・今まで通りでいいと思います。高さを正確にして測りたい。
・アルコールが止まるまでねぼり強く測る。
・目盛りが止まるまでじっと待って,わずかな差でも見つけたい。
・温度計を直接日光に当てないようにして,じっくりと測りたい。
・朝と畳との差,となりの人との違いに気をつけて測りたい。
・時間によって温度がどのように変化するかをよく見てやる。
・ひとつひとつをてレ、、ねいに測って,今まで,自分の測ったものがどう変化していったのだろ
うかということを調べたい。

・次からは,正確な場所とか,日かげや日なたの所に気をつけて測りたい。
・周りの様子に気をつけて測りたい。
・風にも関係がありそうだから,今度からきちんと注意する。
・地面の様子をきちんと書いて,その他の気づきをもっとくわしくしていきたい。
・いつが高いか,他の人はどう違うか,風の様子(温かい,冷たい)などに気をつけて測りたい。
・地面が一番高いので,地面をよく気をつけて測りたいです。.
・今まで調べたことを利用して,予想をたてて測定していく。

○今度,コンピュータで,どのような図・グラフが見たいか。
・時間をかけて個人別のグラフ。
・ひとりひとりのグラフを見たい。
・みんなひとりひとりのグラフが出るのが見たいです。
・もっとみんなのグラフを見てみたいです。
・全部できるだけ見てみたい。
・地面から20cmがあまり見られなかったのでそれを見たい。
・まだまだできないけれど,春夏秋冬を合わせたのが見てみたい。

(以下略)

(以下略)
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